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３月になり、校庭に春の兆しがあちらこちらで見られるようになりま

した。しだれ梅や椿の花が咲き、蕗のとうも見つけられます。春に祝う

イエスの復活、イースターも待たれます。今年のイースターは４月２１

日日曜日です。そのご復活に先立って四旬節は心を改めるときですが、

その始まりとなる灰の水曜日が今年は３月６日に巡ってきます。学校で

も「灰の式」を行なって、イエスに心を向け直します。

四旬節には自分自身を見つめ、広い心をもってまわりの人たち、そし

て世界の人々との関わりにも目を向けたいものです。昨年１２月号の「聖

心便り」でハイチの聖心についてお知らせしましたが、新たなニュース

が来ましたのでお伝えします。ハイチの社会状況はさらに悪化している

ようです。聖心の学校は閉鎖中で、シス

ターたちの運営する診療所には近隣のわ

ずかな人が訪れるだけとなっています。

シスターたちは危険を避けてひっそりと生活し、暴力が蔓延する

なかで希望を失わないようにしています。生活物資の調達にも困

っているようです。政府の機能が全く麻痺し、混乱が続き、解決

も見いだせない状況で、神への信頼をもって人々と共に生きよう

としています。一方、南米のヴェネズエラの聖心からも祈りを求め ハイチの国旗ハイチの国旗ハイチの国旗ハイチの国旗

る知らせが来ました。ニュース等にも見られるように、ヴェネズ

エラでも大きな困難が生じています。社会・経済の混乱と政治的

な対立のなか、軍事的な脅威がのしかかっているようです。実際

に何が起きているのか遠く離れた日本で知ることは大変むずかし

いものですが、さまざまな情報が錯綜し、現地の人々も真実を求

める困難を感じているようです。ただ、どちらの国にも共通して

いるのは、最も貧しい人々、最も弱い立場の人々が、最も苦しい

状況にあることです。ハイチとヴェネズエラに関心をもって、お

祈りくださるようお願いします。人々がイエスの愛に再び立ち返り、 ヴェネズエラの国旗ヴェネズエラの国旗ヴェネズエラの国旗ヴェネズエラの国旗

どちらの国にも平和が復活しますように。学年末のしめくくりの日々に、世界の子どものことを

考え、祈ることは、初等科の児童の心にしっかりとした力を育むことになるでしょう。

写真のネット販売について

昨年同様、２０１８年度にネット販売しました写真の再販売を実施い

たします。また、各学年で撮影しましたクリスマス・ウィッシング、学

習発表会、社会科見学等の集合写真・グループ写真も同時に販売いたし

ます。販売は、３／４(月)～３／１８(月)の２週間です。ご利用くださ

い。
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学習発表会は、１年～４年生は生活科・みこころ（総合的な学習の時間）で１年間学習してき

た成果を５年生は英語の学習、６年生はこれまでの音楽学習の集大成としての合奏を発表しまし

た。

今年度は、インフルエンザが流行し当日欠席する児童が大勢いました。そのような中、お休み

している児童の思いを胸に抱き代わって演じたり演奏したりしていました。人数は少なかったで

すが、総練習、児童観覧日よりさらに立派な発表となりました。ご覧くださった大勢の保護者の

皆様のお気持ちや拍手が子どもたちの背中を押してくださったのだと感謝しております。ありが

とうございました。

学習発表会が終わるとすぐ６年生は卒業研究の発表をしました。この１年間、本、インターネ

ット、新聞、フィールドワークなどから情報を収集し、年度初めに設定した研究の目的を達成す

べく研究を進めてきました。

ややもすると、完成した作品や発表のプレゼンテーションの出来に着目しがちです。勿論、大

人の研究でしたら研究の成果が一番大切です。しかし、６年生の研究は、「終わりよければ全て

よし」とは考えていません。

例えば、フィールドワークでインタビューをするには、相手先に連絡をし都合を伺って日程を

調整しなければなりません。その際には、丁寧な言葉遣い・挨拶は必須です。普段の生活の質が

問われるところです。

資料をまとめるのも国語の説明文の学習で学んだことをフル活用します。絵や図を描くのは図

画工作で身に付けた力を発揮します。などなど、いろいろな力を必要とします。

ですから、結果だけではなくその途中経過がどうであるかや研

究の進め方を学ぶことに大きな教育的価値があります。したがっ

て、最後の帳尻が合えば良いという『終わりよければ全てよし』

であってはならないと考えています。

全ての発表を見ることはできませんでしたが、素晴らしい研究

をした６年生ですから、自信をもって初等科を卒業し４月から新

しい環境で活躍してくれることを祈っています。

３月・４月上旬の予定３月・４月上旬の予定３月・４月上旬の予定３月・４月上旬の予定
３月 ４日（月）１年・転入・編入生保護者会 １４日（木）修了式（１.２.３.４.５年）

謝恩会 １ｓｔステージ修了式(３.４年)

５日（火）感謝のミサ １５日（金）卒業式（５.６年、代表児童）

６日（水）灰の水曜日 ４月 ８日（月）前期始業式

母の会代表幹事会 ９日（火）入学式(新１.２.６年)

７日（木）面接日① 午前授業 １８日（木）聖木曜日

８日（金）面接日② 午前授業 １９日（金）合同保護者会

１１日（月）面接日③ 午前授業 聖金曜日

１２日（火）卒業式練習① ２０日（土）聖土曜日

１３日（水）６年生を送る会 ２１日（日）復活祭＊

大掃除、卒業式練習②

＊４月２１日（日）復活の主日ミサ ９時～ 学院聖堂 入口：本館玄関

初等科生が参加することができます。保護者同伴。

上着・校章・グレーソックス・制帽で参加します。
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